
議案 1 号 

平成 22 年度事業報告 

総括 

(所管行政庁等の通常時における指導・評価) 

1  通常実地指導 7／13 田園倶楽部・訪問看護  

西部福祉事務所 指摘事項なし。 

2 通常実地指導 2／8 グル－プホ－ムメゾネットたんぽぽ 

飯能市 指摘事項なし。 

3 通常実地指導 2／24 生活サポ－ト事業 

飯能市 指摘事項なし。 

4 他施設でのノロウィルス感染につき、11／9 ぬくもりの館厨房 特別検査実

実施 狭山保健所 指摘事項なし。 

5 外部評価 5／12 

対象 グル－プホ－ムメゾネットたんぽぽ 

評価機関 NPO 法人ケアマネ－ジメントサポ－トセンタ－ 

評価の要旨 「当ホ－ムは、利用者・職員ともに明るく笑顔がたえない。利

用者一人一人をよく観察し、わずかな変化も見逃さない心配りがなさ

れている。特に 1 年後の利用者の変化を見越し、体力、気力を少しで

も維持するよう取り組みを行っている。,,,,,,また、地域との交流も盛ん

で、地域に開かれた事業所である。」と高い評価を得ました。 

６ 情報公表調査  22.11／17 実施 

対象    居宅支援、通所介護(2 事業所)、訪問介護、認知症対応型通所

介護、訪問看護の各事業所 

調査実施機関 埼玉県介護サ－ビス情報公表センタ－ 

調査結果   指摘事項なし。 

７ 指定障害福祉サ－ビス事業所に対する書面指導 22.3／23 実施 

指導事項なし。 

  

 (新規事業・組織体制・庁舎整備) 

1 旪菜カフエたんぽぽオ－プン 

23 年 1 月 17 日、飯能市仲町 4－12 にて、営業開始。 

人員体制 常勤 3 名、非常勤 1 名 

営業時間 月～金 11:00～16:00 

     金のみ 18:00～22:00 

「旪菜カフエたんぽぽ」は、五線譜と種が芽をだしている８分音符の看板を 

掲げ、五線譜は、野菜と人、人と人が集まり、響きあう調和、芽は生命力を



象徴しています。 

たんぽぽ自然農園で栽培された無農薬野菜に付加価値を付けて、多彩な料

理を、旪の野菜で元気になっていただく料理を提供し、ソ－シャルファ－ム

としての事業性を確保していくことを目指しています。 

オ－プンセレモニ－1／13・14 

    沢辺飯能市長、炭谷恩賜財団済生会理事長等関係者多数参加。 

1／17 営業開始 

 ２、ぬくもりの館大規模型通所介護Ⅱに移行 

   ぬくもりの館のご利用者数の増加に伴い、申請を西部福祉事務所に提出

し、次年度から月間平均ご利用者数 901 名以上の大規模型通所介護Ⅱに移

行することとなりました。 

   ぬくもりの館は、平成 22 年度に通常規模型事務所（月間平均ご利用者数

750 名以内）から大規模型通所介護Ⅰ（月間平均ご利用者数 900 名以内）へ

移行したばかりでありますが次年度から、さらに大規模型通所介護Ⅱに移行

することとなりました。 

   大規模型通所介護Ⅱへの移行は、職員の不断の努力の積み重ねによりご

利用者の増加ができたもの思います。 

3、田園倶楽部定員 30 名に増加変更 

   ご利用者の増加に伴い、ご利用者の定員算定基準に余裕があることから 

  25 名から 30 名に定員変更の申請を西部福祉事務所に提出。 

4、グル－プホ－ムメゾネットたんぽぽ、スプリンクラ－設備工事完了 2／9  

 平成 18 年 1 月 8 発生した長崎県大村市のグル－プホ－ム「やすらぎの里

さくら館」の火災を契機に、消防法令が改正され、グル－プホ－ムメゾネッ

トたんぽぽでもスプリンクラ－設備を平成 24 年 3 月末日までに設置するこ

とが義務付けられました。 

 この度のスプリンクラ－設備工事につきましては、国の助成を得て、飯

能市介護福祉課の指導を得ながら、スプリンクラ－設備設置に係る業務を進

め、工事完了したもの。 

 スプリンクラ－設備は、温度が 72 度になると自動的に消火が行われる設

備であり、既に設置済みの自動火災報知設備・通報設備と合わせて、火災の

早期発見、初期消火、通報に大きな力を発揮し、より一層安心・安全な施設

となりました。 

5、ぬくもりの館、外部塗装・ベランダの拡張工事 9／1～11 

 ぬくもりの館建物建築後 10 年を経過し、外壁モルタルが変色してきたこと

から外部塗装を全面的に行い、また、１階ベランダの拡張工事を実施、建物

環境を改善しました。 



 １階ベランダは、1 階ホ－ルから続いて、ゆったりとしたオ－プンスペ－ 

スが確保できました。 

6、法人設立 10 周年記念祝賀会開催 6／13 

   22 年総会終了後、マロウドインホテルにて実施 

    たんぽぽがスタ－トして 24 年 

    法人格を取得して 11 年 

    介護保険事業所として 10 年 

① たんぽぽ創生期の市民互助型団体として活動した 10 年 

② 法人格を取得し、専門家集団の介護保険事業所として、地域とともに歩

んできた 10 年、 

    たんぽぽが歩んできた 24 年を振り返り、市民互助型団体時代に活躍いただ

いた方々、たんぽぽを支えていただいている多くの関係者とともに記念祝賀

会を開催することができました。 

 

   (前年度に掲げた重点推進事項の成果) 

１、ソ－シャルファ－ムの事業性の確保 

指導員 3 名、障害者・引きこもり 6 名、責任者 1 名の体制で、業務を推

進してきましたが、結果として事業性の確保はできなかった。 

 しかし、業務を推進していく中で、事業性を確保するための多くの課題

か見えてきました。例えば、野菜の品質の確保、土壌の改良、販路の確保、

協力支援体制の確保等が挙げられます。 

法人内にソ－シャルファ－ム検討委員会を設置し、具体的な意見・提言

をいただき、これらの課題に対処していくことが、次年度に課せられた大

きな命題であります。 

 また、旪菜カフェたんぽぽについても前記のとおりたんぽぽソ－シャル

ファ－ムで収穫した野菜を使用し、事業性の確保に大きな役割を担ってい

ます。 

２ 居場所づくり・認知症サポ－タ－養成の継続 

    前年度に引き続いて、「認知症です。」と言える地域づくりの一環とし   

て、気軽に集える居場所づくり、認知症サポ－タ－の養成を継続してき

ました。 

ア、居場所づくりとして、①サビアにこにこサロンでは、毎月 2 回定例

的に開催し、定着しています。参加者は、サビア店に見えた不特定の方々

で延べ人員は、110 余名。②田園倶楽部で、パ－キンソン病を対象とた家

族を含めた方々の集い「すぎなの会」は、6 回、延べ 31 名が参加。 

③宮脇書店で、短歌の会では、12 回、延べ 57 名が参加。 



    イ、認知症サポ－タ－養成として、2 月 27 日、彩の国すこやかプラザに 

    て、シンポジウム「若年性認知症の人のパ－トナ－について考える」に、 

   若年性認知症社会参加支援センタ－所長比留間ちづ子氏の基調講演のあと 

   桑山和子会長の事例発表、意見交換を実施。 

    また、「介護について学びあう家族の会・はんのう」について、次ぎのと

おり 2 回開催しました。 

    *第 1 回 9／28 サビア飯能店にて開催 

     介護についての情報交換、相談・交流を行った。参加者 30 名 

    *第 2 回 1／22 飯能市福祉センタ－にて開催。 

        地域社会で暮らしつづけていくコツ」と題して桑山和子会長の基調講演、

参加者のグル－プ討議、認知症についての学びを実施。参加者 57 名。 

 

  各事業所の事業報告は、別紙のとおり。(省略) 

       (1) ケアプランたんぽぽ 

       (2)ディサ－ビスぬくもりの館  

       (3)ディサ－ビス田園倶楽部 

              (4)たんぽぽ訪問介護事業所 

              (5)障害福祉サ－ビス 

              (6)グル－プホ－ムメゾネットたんぽぽ 

              (7)訪問看護ステ－ションたんぽぽ 

       (8)助け合い事業 

              (9)ソ－シャルファ－ム農園 

(10) ソ－シャルファ－ム 旪菜カフェたんぽぽ 

(11)飯能市ファミリ－・サポ－ト・センタ－ 

(12)飯能市地域包括支援センタ－あずま町 

(13)研修事業    

(14)危機管理対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議案第 3 号 

  平成 23 年度事業計画 

   総括 

   

 新たな挑戦と重点継続事項 

① 平成 24 年度介護保険改正による新規事業 

高齢者住まい法の改正によるサ－ビス付高齢者向け住宅制度や地域包

括ケアシステム等の導入に向けて検討。たんぽぽ西隣りの土地 994 ㎡を

購入確保し、上記制度の導入を考慮、合わせて研修センタ－としての機能

を加えて、さらに地域のコミニティ的役割を備えた総合建物について検討。 

② 上記事業を見据えて法人としての長期・短期目標を設定 

③ 訪問看護ステ－ションの充実 

全事業所一丸となって、本年度の重点課題として取り組む。 

④ ヘルパ－二級養成事業所として申請 

 厚生労働省の支援事業の一環として、中央職業能力開発協会が行う緊

急人材育成支援事業の介護・福祉分野で求められる基本能力習得のため

に実施する「実践演習コ－ス」に申請。 

 具体的演習コ－スとしてヘルパ－二級養成コ－ス(9 月開講予定) 

⑤ソ－シャルファ－ムの事業性の確保に向けて 

      ア、ソ－シャルファ－ム共力会の新設 

販路確保にあたって、野菜の安定供給は必至の条件であることからソ－

シャルファ－ムを側面から支援していただく、共力会を新設する。支援

内容については、野菜の提供、野菜づくりの技術指導、情報提供等を主

としたもの。 

イ、 野菜提供店舗との連携 

自家消費、販路先への安定した商品を確保するため、提供店舗との連

携を進める。 

ウ、 新規販路の確保 

        病院・介護施設関係に新規販路の確保に努める。 

⑥ 旪菜カフェたんぽぽの黒字化  

    23 年１／17、営業開始した。現在常勤 3 名、非常勤 1 名の人員体制。 

なお、人員体制を見直し、ソ－シャルファ－ムと連携した市民参加事業

の開発(グリ－ンツ－リズム、カフェサポ－タ－の養成等)を推進。 

月間売上目標 250 万円を目標として、事業の推進継続。 

 



⑦ ディサ－ビス事業のさらなる充実 

本年度は、ぬくもりの館が月間平均ご利用者数 901 名以上の大規模型通

所介護Ⅱに移行し、田園倶楽部の利用者定員が 30 名に増加する体制にな

りました。合わせて、前年度ぬくもりの館では、外部塗装・ベランダの

拡張工事を実施、特に１階ベランダは 1 階ホ－ルから続いて、ゆったり

としたオ－プンスペ－スが確保でき、建物環境を一層改善いたしました。 

     法人の運営管理上、両ディサ－ビス事業所の位置付は、益々重要となっ

ています。 

これらのことを踏まえ、業務内容の質の向上、両ディサ－ビスを含め 

他事業所間との連携等が一層期待されています。 

⑧東日本大震災を教訓としたリスクマネ－ジメントの見直し 

  ・リスクマネ－ジメント 

今回の地震においては、飯能市では幸い大きな被害は、ありませんで  

したが、交通機関の運休停止、ガソリンの品薄、計画停電等日常生活に

大きな影響を受けました。 

飯能市の地域防災環境としては、飯能市に直接関係する活断層として、

立川断層、深谷断層があり、想定震度は、震度 6 弱となっている。 

また、地域特性として、山間部の関係から風水害による土砂崩れが多

く発生しており、昭和 41 年に地元阿須地区でも斜面崩壊による 5 名の

犠牲者が発生している。 

飯能市地域防災計画によると、ぬくもりの館、田園倶楽部、メゾネッ  

トたんぽぽは、福祉避難所に指定されていること等を踏まえ、法人全体

として、非常時における危機管理全般について見直しを行う。 

   ・電力節減目標の設定  

      たんぽぽでは、既にソ－ラシステムの設置、電気自動車の使用等クリ

－ンエネルギ－の採用を図っていますが、今夏季に予想される計画停電

を考慮し、たんぽぽ建物全般について、照明の節電、EV の使用制限、建

物開口部には、緑のカ－テンを設け、室温を下げク－ラ－使用時間を短

縮するなど電力の節電に努めることとしています。 

     節減目標の設定 マイナス 15％ 

 

各事業所の事業計画 各事業所の事業報告は、別紙のとおり。(省略) 

     (1) ケアプランたんぽぽ 

     (2)ディサ－ビスぬくもりの館 

     (3)ディサ－ビス田園倶楽部 

       (4)たんぽぽ訪問介護事業所 



       (5)障害福祉サ－ビス 

       (6)グル－プホ－ムメゾネットたんぽぽ 

       (7)訪問看護ステ－ションたんぽぽ 

     (8)助け合い事業 

      (9)ソ－シャルファ－ム農園 

(10) ソ－シャルファ－ム 旪菜カフェたんぽぽ 

(11)飯能市ファミリ－・サポ－ト・センタ－ 

(12)飯能市地域包括支援センタ－あずま町 

(13)研修事業    

(14)危機管理対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


